
施策コード 1756

施策の評価と今
後の方向性
（施策を取り巻く
環境の変化と、
施策内における
22年度以降の経
営資源の配分方
針など）

【施策の評価】
　マーケティング調査によると、音楽や芸術に親しむ区民の割合は高い割合で安定して
いる。また、区民自ら参加し、企画運営を行っているコンサートや講座、展示等の文化芸
術事業は平成１９年度に引き続き３３事業に達した。また、区民文化祭は今年で５４回
目、合唱祭は２２回目を迎えるなど、区民の文化芸術活動は地域に根づき、活発化しつ
つある状況となっている。
　なお、中長期視点に立って文化芸術事業を構築するなど、より民間活力を活かすこと
ができるよう、平成２１年度以降の文化施設の指定管理期間を３年から５年へと延長し
た。
【今後の方向性】
　成果指標から、区民が音楽や美術に親しむ傾向が定着しているので、今後もそれぞ
れのホール特性を活かし、区民が見たい、聴きたいと思えるような音楽、演劇等文化事
業を提供するとともに、区民の自主的な文化活動を幅広く推進する新たな事業を構築し
ていく。
　また、文化財の保護、文化財や郷土資料などの区民への情報提供・展示・活用も進め
る。

経営資源配分の
方向性（なにを、
いつまでに、どの
ようにして行うの
か）

　現在経費の多くを占めている文化会館、亀有リリオホールの管理運営経費について
は、今年度の大規模改修後の状況も踏まえ、指定管理者が民間のノウハウを発揮し
て、施設維持管理委託料をより効率的に執行していくよう適切に指導監督していく。
　また、鑑賞事業及び文化芸術創造事業運営委託料についても、区民に対してより質
の高い文化芸術鑑賞の機会や、文化芸術事業への参加・発表の機会を提供していく観
点から、経費負担を抑えつつ区民満足度の高い事業展開を検討し、実施していく。
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成果指標１
予定 件 35.00区民オリジナル文化芸術

イベント実施数（文化工
房など区民自らの企画、
運営によって実施されて
いるコンサート、講座及び
展示等の事業数）

実績 件 35.00

現状と課題
（成果指標分析）

　音楽や演劇、美術をはじめとする様々な分野の催しがシンフォニーヒルズやリリオホー
ルにおいて実施され、身近な施設で優れた文化を鑑賞することが区民に定着してきた。
　今後は、豊かで充実した生活を希求する区民ニーズに応えるために、区民自らが文
化・芸術活動に取り組むことをより一層促進・支援したり、文化財などの区の文化資源
の活用、区の文化芸術にかかる情報を効果的に外部に発信する取り組みなどを強化
し、地域文化全体の活性化を推進する必要がある。

単位 1７年度 1８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

地域振興部

担当課 地域振興課

施策意図
文化芸術が地域に根付き、地域が活性化している。

平成２１年度　施策評価表

施策名 文化芸術
担当部





2.00

成果指標
２

企画における郷土愛の深まりの調査（各事業のアン
ケート調査）「郷土愛が深まった」と考えられる回答数
／アンケート回収数×100

％

２０実績 ２１予定

80.00 80.00

B

１９年度 11,342

成果指標
１ 専門調査団により挙げられた文化財候補件数

単位

件

２０実績 ２１予定

0.00

-2,173 0.96% B －

175609 文化財保護普及・啓発事業

２０年度 9,169

2.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

B

１９年度 4,173

成果指標
１ 諮問・答申を行った文化財(候補)の件数

単位

件

２０実績 ２１予定

3.00

-2,643 0.16% A 3

175608 文化財保護審議会

２０年度 1,530

1,300.00

成果指標
２

参加団体満足率（好評アンケート数／アンケート回収
数×100）･･･１５年度から調査開始

％

２０実績 ２１予定

74.50 80.00

B

１９年度 3,115

成果指標
１ 来場者数（参加者を含む）

単位

人

２０実績 ２１予定

1,500.00

30 0.33% B －

175607 合唱祭

２０年度 3,145

500.00

成果指標
２ 文化芸術講座の受講者数 人

２０実績 ２１予定

599.00 200.00

B

１９年度 1,710

成果指標
１ 加盟団体実施事業合計件数

単位

件

２０実績 ２１予定

730.00

10 0.18% A 2

175606 文化協会助成

２０年度 1,720

7,100.00

成果指標
２

参加者満足率（好評アンケート数／アンケート回収数
×１００）

％

２０実績 ２１予定

75.10 75.00

B

１９年度 9,916

成果指標
１ 来場者数

単位

人

２０実績 ２１予定

6,490.00

-145 1.02% B 2・3

175605 区民文化祭

２０年度 9,771

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

成果向上と
効率性の分析

（手段）

区の職員が直
接関与する必

要性

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 文化芸術
担当部 地域振興部 施策トータルコスト(千円）

956,262担当課 地域振興課



1.00

成果指標
２

参加者満足度＝（満足率ー不満率）×アンケート回
収率

％

２０実績 ２１予定

33.20 35.00

B

１９年度 46,688

成果指標
１ かつしかオリジナル作品実施回数

単位

回

２０実績 ２１予定

1.00

500 4.93% A 2・3

175614 かつしかＡＲＴブランド化事業

２０年度 47,188

400.00

成果指標
２

稼働率＝年間利用区分数/年間利用可能区分数×１
００

％

２０実績 ２１予定

47.40 48.00

B

１９年度 866,190

成果指標
１ 平均入場者数＝総入場者数/公演数

単位

人

２０実績 ２１予定

539.00

-11,569 89.37% A 2・3

175613
文化会館・亀有文化ホール

管理運営

２０年度 854,621

1,850.00

成果指標
２

参加者満足率（好評回答数／アンケート回収数×１０
０）

％

２０実績 ２１予定

76.10 78.00

B

１９年度 2,427

成果指標
１ 来場者数

単位

人

２０実績 ２１予定

1,402.00

-13 0.25% B 3

175612 総合芸術祭典

２０年度 2,414

80.00

成果指標
２ 遺跡調査報告書の利用度（図書館での貸出件数） 件

２０実績 ２１予定

4.00 10.00

B

１９年度 19,227

成果指標
１

埋蔵文化財の認知度（区内に遺跡が存在しているこ
とを知っていたか//青少年委員・文化財写真展来場
者、博物館でのシンポジウム参加者を対象としたアン
ケート）

単位

％

２０実績 ２１予定

82.35

4,582 2.49% B －

175611 発掘調査等文化財保護

２０年度 23,809

85.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

B

１９年度 3,249

成果指標
１

奨励金活用度（奨励金の書類送付段階で返信用とし
て実績に関する報告を求める）実績内容を精査し、奨
励金の活用度を割合で算出

単位

％

２０実績 ２１予定

100.00

-354 0.30% B 2・3

175610 文化財保護奨励金

２０年度 2,895

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

成果向上と
効率性の分析

（手段）

区の職員が直
接関与する必

要性

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 文化芸術
担当部 地域振興部 施策トータルコスト(千円）

956,262担当課 地域振興課



施策コード 1757
平成２１年度　施策評価表

施策名 国際交流
担当部 地域振興部

担当課 地域振興課

施策意図
異なる文化を理解し、世界に開かれた地域社会となっている。

現状と課題
（成果指標分析）

　外国人区民は年々増えつつあるが、文化や習慣の違いから地域の中でトラブルや偏
見にあうことも少なくない。
　こうした中、外国人区民と交流を持つ区民は少しずつ増加してきており、今後友好都
市をはじめとする交流事業やボランティア・民間国際交流団体への支援など、区民の自
主的な活動を軸に、区と区民が協働して国際交流を進めていく必要がある。
　外国人登録者数（毎年4月1日）
　平成17年度　１１，７６７人　　平成18年度　１２，１４３人　　平成19年度　１２，７８０人
　平成20年度　１３，６１１人　  平成21年度　１４，４１１人

単位 1７年度 1８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

10.80
成果指標１

予定 ％ 8.40外国人と交流を持ったこ
とのある区民の割合
（マーケティング調査） 実績 ％ 7.80

－－ －

9.10 9.70 10.40

－ － － －

8.10 8.60 8.10

－

成果指標３
予定 － －－

実績 － －

成果指標２
予定 － －－

－ － － －

経営資源配分の
方向性（なにを、
いつまでに、どの
ようにして行うの
か）

　多文化共生プロジェクト事業については、平成２１年度下半期はシンフォニーヒルズの
改修工事が入るものの、これまでの指定管理者実施事業の結果を踏まえ、より多くの日
本人・外国人が参加しやすい方法や内容について、指定管理者を適切に指導し連携し
て事業を進めていく。
　外国人生活相談に関しては、相談に訪れた外国人に的確なアドバイスをするのはもち
ろんのこと、他の関連情報についても提供できるよう、関係各課や日本語教室と連携し
て相談員に情報提供をしていく。

実績 － － － －

施策の評価と今
後の方向性
（施策を取り巻く
環境の変化と、
施策内における
22年度以降の経
営資源の配分方
針など）

　成果指標１の「外国人と交流を持ったことのあるある区民の割合」については、前年に
比して減っているものの、多文化共生プロジェクトの成果指標「事業参加者数」や「交流
の担い手数」は予定を上回る実績を上げている。
　また、外国人登録者数も毎年増え続けており、外国人生活相談に寄せられる相談件
数も200件を超える件数となっている。相談内容についても「医療・社会保障」「教育・余
暇」「婚姻・国籍」が相談件数の約半分を占めており、その内容も相互に関連していて複
雑なケースが増えてきている。
　トータルコストについては、友好都市交流事業を中心に年度ごとに事業数や内容、規
模などが変動する。友好都市交流事業については、これまでも海外からの訪問団の受
入にあたっては、最小の費用で最大の効果を上げることができるよう内容の充実に努め
る。また、講座、イベントなどの多文化理解促進のための事業については、指定管理者
からの企画書に基づき、より効果的に施策を推進することができるものとなるよう指定管
理者と協議・調整を行ない、指導監督をしていく。





平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 国際交流
担当部 地域振興部 施策トータルコスト(千円）

24,928担当課

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

地域振興課

成果向上と
効率性の分析

（手段）

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

区の職員が直
接関与する必

要性

175702 外国人生活相談

20年度 2,293

5 9.20% A 2・3 B

１９年度 2,288

成果指標
１

相談率（相談受入件数/相談受入可能件数×100）
※相談受入可能件数…１日当たり１０人（５人/相談
員×２人）

単位

％

成果指標
２ －

２０実績 ２１予定

43.82

単位

40.81

－

２０実績 ２１予定

－ －

B

２０実績175703 多文化共生プロジェクト事業

20年度 22,635

-7,858 90.80%

成果指標
１ 事業参加者数（累計）

435.00
人

２０実績

１９年度 30,493

A 2・3

成果指標
２ 交流の担い手数(累計）

成果指標
２

２１予定

9,131.00 10,700.00
人

２０年度

２１予定

500.00

２０実績

0 0.00%

成果指標
１

単位

１９年度

２１予定

２０実績 ２１予定

２１予定

0.00%

成果指標
１

１９年度

単位

２０実績

２０年度

成果指標
２

0

成果指標
２

0.00%

２０年度

0

成果指標
１

単位

１９年度

２０実績 ２１予定

２１予定

２０実績

２０実績

２１予定


